
山
内
甲
地
区
は
棚
田
が
広
が
り
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
美
し

い
自
然
環
境
が
残
る
地
域
で
、こ
の
棚
田
や
自
然
を
活
用
し
、

都
市
農
村
交
流
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
核
に
し
た
ホ
タ
ル
観
察
会
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
来
訪
者
が
快
適
に
休
憩
で
き
る
施
設
を
地
域
住
民
自

ら
施
工
を
行
い
、
今
後
の
交
流
活
動
の
更
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

弁
当
や
総
菜
な
ど
の
新
商
品
開
発
の
た
め
の
研

究
結
果
と
し
て
地
区
の
中
心
施
設
で
あ
る
「
い
い

里
さ
か
が
わ
館
」に
お
い
て
新
作
弁
当
等
を
開
発

し
、販
売
し
て
い
ま
す
。

食
材
は
、
地
元
産
の
コ
メ
を
使
用
し
、
野
菜
に
こ

だ
わ
り
、季
節
の
野
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
10
種
類
の

お
か
ず
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。冷
凍
物
は
使
わ

ず
、
全
て
手
作
り
で
す
。竹
皮
を
張
っ
た
弁
当
箱
、

包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
（
4
種
類
）
は
、
茂
木
高
校

美
術
部
生
徒
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

那
珂
川
町
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
組
合
連
絡
協
議
会
が
、

那
珂
川
町
立
の
小
中
学
校
と
幼
稚
園
の
給
食
に
「
那

珂
川
町
里
山
ほ
ん
も
ろ
こ
」
を
提
供
し
ま
し
た
。
ほ

ん
も
ろ
こ
は
、
骨
が
柔
ら
か
い
淡
白
な
味
の
コ
イ
科

の
小
魚
で
、
清
流
を
引
い
た
休
耕
田
を
活
用
し
た
池

で
手
塩
に
か
け
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ほ
ん
も
ろ
こ
の
ご
ま
が
ら
め
」
を

頭
か
ら
ぱ
く
ぱ
く
と
平
ら
げ
、
お
か
わ
り
の
列
に
は

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
並
び
ま
し
た
。

今
後
は
加
工
品
の
開
発
や
飲
食
店
へ
の
PR
な
ど
、
よ

り
一
層
積
極
的
に
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
行
く
予

定
で
す
。

地域の特性に応じた多様な地域住民活動の展開を図るため、ワークショップの手法を用いて、

地域住民活動の活発化や組織作り等を支援します。

地
域
住
民
が
主
役
。

魅力ある中山間の未来をつくる
中山間地域における地域住民活動を広げていくため、県内における実践事例としてモデル的・拠点的な

グラウンドワーク活動の支援を行い、周辺地域へ地域住民活動の取組を広げていきます。

都市住民との交流拠点づくり

﹃
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
﹄

︵
那
珂
川
町
馬
頭
地
区
︶

﹃
地
元
食
材
弁
当
の
開
発
﹄

︵
茂
木
町
飯
地
区
︶

「
古
民
家
久
我
の
庄
」
を
拠
点
に
木
工
教
室
や
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
周
辺
の
花
壇
整
備
や
案
内
看
板
や
ベ
ン
チ

作
成
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
地
域
住
民
が
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
都
市
住
民
と
の
交
流
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
地
域
の
元
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

﹃
古
民
家
を
拠
点
と
し
た

都
市
住
民
と
の
交
流
﹄

︵
鹿
沼
市
下
久
我
地
区
︶

﹃
交
流
施
設
の
整
備
﹄

　
　
　︵
茂
木
町
山
内
甲
地
区
︶

ワークショップ事業（H26）

ワークショップ事業（H24）

グラウンドワーク事業（H23）

グラウンドワーク事業（H25）

TOCHIGI CHUSANKAN 201507 06

地域住民が主役。


